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あらまし：本研究では、江戸時代前期の俳諧師・浮世草子作者である井原西鶴(1642? ~1693) の遺稿集 4 作品

『西鶴置土産』、『西鶴織留』、『西鶴俗つれづれ』、『西鶴名残の友』の文章の特徴を、数量的な観点から検討した。

まず、初期の西鶴浮世草子と団水浮世草子の文章を主成分分析とクラスター分析を用いて、比較検討し、文章の

特徴に違いが見られる分析項目を明らかにした。次に、違いが見られた分析項目を用いて、遺稿集4作品が西鶴

の文章と団水の文章のどちらと類似しているのかを検討し、遺稿集4作品は初期の西鶴浮世草子の文章と類似し

た特徴を持つ可能性が高いことを示した。

Summary:ln this article, we focus on Saikaku's posthumous works. Saikaku !hara (c. 1642~93) is a haikai poet 

and fiction writer of the Genroku period (1688~1704) in Japan. His researchers have tried to identify his works 

but problems continue to exist. It remains unclear which works were really written by Saikaku especially his 

posthumous works. We examined Saikaku and Dansui's works using Principal Component Analysis and Cluster 

Analysis. These results revealed that Saikaku and Dansui's works are different. Moreover, Saikaku's posthumous 

works are more likely to be Saikaku's than Dansui's. 
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1. はじめに

江戸時代前期の俳諧師・浮世草子作者である井原

西鶴(1642?~1693) の作品は、日本文化に多大な影

孵を与えた古典と位置づけられている。西鶴の処女作

である『好色一代男』(1682)以降の作品は、従来の仮

名草子とは一線を画した作品として現在では区別され

ており、宗政(1969)は、『好色一代男』の出版が小説

の新しいジャンルの成立として重要な意味をもつと述

べている。西鶴はそれまでにない新しい内容・文体・

方法を備えた浮世草子という文学分野（谷脇、 1991)を

確立し、当時の文学界、さらには明治以降、 幸田露伴

(1867~1947) 、芥川龍之介(1892~1927) など写実主

義・自然主義を論じた多くの作家に影響を与えた。こ

のことから、元禄の文豪との評価を受け、近松門左衛

門 (1653~1724) 、松尾芭蕉 (1644~1694) と並んで元

禄文学を代表する作家とされる（谷脇、 1991)。このよう

に西鶴作品は我が国の文学史における重要性から、

多くの国文学者によって思想、記述内容の検討、成立

に関する歴史的考証が続けられてきた。西鶴は多数

の浮世草子を残したが、これらの作品には、作品の著

者や成立年代等について今なお疑問が出され、特に

遺稿集や質疑本（『色里三所世帯』、『浮世栄華一代

男』、『好色盛衰記』等）に関して解明すべき問題が残

されている。

2. 遺稿集の著者について

西鶴浮世草子のなかでも著者について、疑問が提

出されることの多い遺稿集 5作品について述べる。西

鶴の遺稿集は、西鶴が生前に執筆したとされる未発表

の草稿を、西鶴の没後、元禄 6年(1693)から元禄 12

年(1699)にかけて、西鶴の弟子で俳諧師・浮世草子

作者の北条団水 (1663~1711) らが編集し、出版した

ものである。西鶴の遺稿集として出版された作品は、

以下の 5作品である。
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第 1遺稿集『西鶴置土産』元禄6年刊(1693)

第2遺稿集『西鶴織留』元禄7年刊(1694)

第 3遺稿集『西鶴俗つれづれ』元禄8年刊(1695)

第4遺稿集『万の文反古』元禄9年刊(1696)

第5遺稿集『西鶴名残の友』元禄 12年刊(1699)

これらの遺稿集は、西鶴の没後に出版されているこ

とから、西鶴作かどうかの吟味が続けられており、団水

による偽作・補作などの疑問が出されている。

山口 (1929)は、 85年以上前に遺稿集に団水の手

が入った可能性を指摘しており、第 4遺稿集『万の文

反古』に対し、門人である団水の作品が混じっていたり、

補箪が存在する可能性を述べている。

その一方で、暉峻(1953)は、版下は西鶴筆であると

し、問題にされてきたところは西鶴の作品であることを

否定する決定的な条件ではなく、作品中に西鶴以外

には求められない思想があることなどを理由として、

『万の文反古』を西鶴作であるとした。この研究から、

版下は西鶴筆であり、すべてが西鶴の作品であるとい

う考え方が優勢となっていたが、中村(1957)によって、

『万の文反古』に関して問題が再提起された。

中村(1957)は、『万の文反古』の版下が西鶴の笙跡

であることが、西鶴の作品であることの要因の 1つとさ

れてきたが、筆跡に関しては西鶴のものでなく、西鶴

に似た筆跡を有する人物のものであるとした。そして、

筆跡が西鶴のものでないとすると、全ての章を西鶴作

であると考える必要性がなくなったとして、『万の文反

古』の 17章の中で、西鶴作の章は 9章、西鶴作の可

能性の高い章は3章、疑念作、補筆作の章は2章、西

鶴以外の手による章は 3章あるのではないかと指摘し

た。

他にも、板坂(1955)は『色道大鼓』の追加の一章と

西鶴の第 4遺稿集『万の文反古』巻 3の 1「京都の花

嫌ひ」との類似を指摘し、少なくとも『ガの文反古』巻 3

の1の一部が団水によって替かれたのではないかと述

べた。この説に対して吉江(1965)は、西鶴と団水が同

じ草稿を用いて作成したという説を提出し、『色道大

鼓』の追加の一章と『万の文反古』巻 3の 1「京都の花

嫌ひ」を根拠として『万の文反古』に団水の手が加わっ

ているという説を否定した。

また山口 (1929)は、『西鶴置上産』に、編次に就い

ては団水の意が少なからず加わっていたこと、『西鶴

俗つれづれ』に団水の筆も加わっていたのではないか

と疑問を提出した。

金井(1962)は『西鶴置士産』の西鶴自筆とされる部

分を西鶴の自筆版下ではなく、臨模であるとし、『西鶴

俗つれづれ』、『万の文反古』、『西鶴名残の友』の模

刻の版下がどの程度原本に忠実に行われたかに問題

があり、特に『万の文反古』には不忠実な部分があった

と指摘している。また金井(1960)では、『西鶴織留』だ

けが西鶴の原稿を模刻してなかったことを挙げ、団水

の手がかなり加わり、一章のうちにも西鶴の他作の結

合したようなものもある事情も考えなければならないと

した。

島田(1971)は『西鶴名残の友』の西鶴筆は謄写もし

くは臨模であると指摘した。宗政(1962)は、団水は『西

鶴名残の友』に数話を加えて、補劃して、刊行しようと

予定していたのではないかと述べ、中村(1964)は、書

陣的に種々の問題を持つ西鶴の遺稿の中でも最も疑

問が多いのは『西鶴俗つれづれ』で、内容の雑然さは

テーマだけでなく質の良否も様々あり、所収すべてを

西鶴真作とすべきか迷うとした。

谷脇(1975,1976)は、遺稿集が未定稿であったと

思われる状態を数多く残したままで出刊されていると

いうことや、新進気鋭の団水が自作を師の作にまぎれ

こませる必然性はないという理由等から、本文の改編

や補作を否定している。

このように、遺稿集には多くの疑問が提出されてき

た。

本研究の目的は、西鶴の浮世草子の著者に関する

疑問のなかでも、遺稿集『西鶴置士産』、『西鶴織留』、

『西鶴俗つれづれ』、『西鶴名残の友』の文章が西鶴と

団水のどちらの文章の特徴と類似しているのかを、文

章の数量的特徴の分析から検討することにある。

3. 分析対象作品

本研究には、西鶴のデータベースと団水のデータ

ベースを用いた。西鶴のデータベースは、西鶴作と考

えられる 120作品（浮世草子 24作品、俳書80作品、

発句 1作品、浄瑠璃 2作品、役者評判記 l作品、地

誌 l作品、歌謡 1作品、書簡 7通、その他 3作品）の

文章を電子化及び形態素解析したもので、本文と自

立語は『新編西鶴全集』の本文篇・自立語索引篇とし

て出版されている。表 lに、西鶴のデータベースの一

例を示す。

団水のデータベースには、浮世草子の『色道大跛』、

『武道張合大鑑』、『昼夜用心記』の 3作品が収録され

ている。

文章の数量分析には、形態素解析された文章デー

タが必要となるが、本研究の研究対象である近世文学

に対応する精度の高い形態素解析辞書は存在しない

ため、形態素解析については、『新編西鶴全集』を編

集した新編西鶴全集編集委員会における単語の認定

基準に従うこととした。
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表 1 西鶴のデータの一例（『好色一代男』の冒頭部分）

作品名 巻 本文 品詞 活用形 現代がな終止

一男 巻一 桜 名詞 さくら

一男 巻一 も 助詞 も

一男 巻一 ちる 動詞 連体 ちる

一男 巻一 に 助詞 1:: 
一男 巻一 歎き 動詞 連用 なげく

一男 巻一 月 名詞 つき

一男 巻―• は 助詞 は

一男 巻一 かぎり 名詞 かぎり

一男 巻一 あり 動詞 連用 あり

一男 巻一 て 助詞 て

一男 巻一 入佐山 名詞 いるさやま

一男 巻一 愛 名詞 、-
―男 巻一 に 助詞 に

―男 巻一 但馬の国 名詞 たじまのくに

一男 巻一 かね 名詞 かね

一男 巻一 ほる 動刺 迎体 ほる

―男 巻―• 里 名詞 さと

一男 巻一 の 助詞 の

一男 巻一 辺 名詞 ほとり

一男 巻一 に 助詞 に

4. 分析について

4. 1. 分析項目

本研究において取り上げた分析項目を大別すると、

品詞の構成比、単語の出現率、品詞別単語の出現率、

bigramの出現率の4つである。

4. 1. 1. 品詞の構成比

品詞の構成比とは、それぞれの品詞に属する単語

が作品の延べ語数に対して占める割合を作品ごとに

集計したものである。分析に用いたデータベースでは、

すべての単語が名詞、助詞、動詞、助動詞、形容詞、

副詞、連体詞、接続詞、形容動詞、感動詞、連語、接

頭語、接尾語、補助動詞の 14品詞に分類されている

が、本研究の分析には、出現頻度上位 10品詞（名詞、

助詞、動詞、助動詞、形容詞、副詞、連体詞、接続詞、

形容動詞・感動詞）の構成比を用いることとした。

4. 1. 2. 単語の出現率

単語の出現率とは、それぞれの単語が作品の延べ

語数に対して占める割合である。単語の出現率にお

いても、データベースに収録されている 14品詞のなか

から出現頻度上位 10品詞の出現率を用いた。

4. 1. 3. 品詞別単語の出現率

品詞別単語の出現率とは、それぞれの品詞に属す

る各単語がその品詞の延べ語数に対して占める割合

である。本研究では、上位7品詞（名詞、助詞、動詞、

助動詞、形容詞、副詞、連体詞）の品詞別単語の出現

率を分析に用いた。

4. 1. 4. bigramの出現率

n-gramとは、n個の記号の度数を集計する方法で、

nとは集計を行うために切り取った隣接している記号列

の長さを表しており、 nが1のときunigramと呼ぶ。「4.

1. 1. 品詞の構成比」、「4.1. 2. 単語の出現率」、 「4.

1. 3. 品詞別単語の出現率」はunigrarnに関する情報

である。

nが2のときを、 bigrarnと呼ぶ。 bigrarnの度数を計算

する場合、名詞をはじめとした異なり語数の多い品詞

では、多くの組み合わせが発生し、出現頻度 0が多く

含まれたデータとなるため、本研究では、異なり語数

の少ない品詞、助詞、助動詞の bigrarnの出現率を用

いた検討を行うこととした。

4. 2. 分析手法

本研究では、主成分分析とクラスター分析を用いて

検討を行うこととした。

主成分分析とは、変数が持つ情報を可能な限り失

わずに、主成分と呼ばれる少数個の合成変数に縮約

し、個体の分類を試みる多変量解析の手法である。相

関係数行列と分散共分散行列を用いる方法があるが、

本研究では相関係数行列に基づく主成分分析を用い

て検討を行った。分析結果を散布図で示す際には、

横軸を第 1主成分、縦軸を第2主成分とした。

クラスター分析は、個体の分類に関して、外的基準

（分類基準）がない場合に用いる分類法である。本研

究では、非類似度距離として、 Kullback-Leibler距離、

クラスターの連結法としてウォード法を用いたクラスタ

一分析を行った。個体がどのようにグループ化される

かはデンドログラム（樹形図）で示した。

5. 西鶴浮世草子の文体

Uesaka et al. (2015)では、作品を分析単位とし、西

鶴の浮世草子24作品を作品単位で分析した。その結

果、『万の文反古』と『嵐は無常物語』は他の浮世草子

とは異なる特徴を示した。このことから、遺稿集のなか

でも、『万の文反古』は、他の遺稿集『西鶴置士産』、

『西鶴織留』、『西鶴俗つれづれ』、『西鶴名残の友』と

は異なった文章の特徴を持つという分析結果を得た。

遺稿集は、団水による補作・偽作が議論されており、

著者の違いが表れている可能性は否定できないが、

『万の文反古』は西鶴浮世草子の中で唯一、 書簡体

形式で書かれた作品であり、この書簡体という文章の

形式が『ガの文反古』の文章に影響を与えている可能

性が高いと考えるため、本研究では、分析対象から外

すこととした。

西鶴の作品は一般的に章単位の短編の集まりであ

るとされている。このことから、西鶴作か西鶴作でない

のかといった著者同定に関して、先行研究において章

単位で議論されているため、 著者について検討する際

に、章単位での分析が考えられる。しかしながら、西鶴

浮世草子24作品の計618章のなかで、最も長い章で

も『武道伝来記』巻 4の 3「無分別は見越の木登」で
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2,523語、最も短い章では『本朝桜陰比事』巻 2の 6

「鯛蛸すずき釣目安」で 165単語である。また、 618章

の平均の長さは、約 920語と文章の長さが短いため、

章単位での分析は難しいと考え、本研究では巻単位

での文体比較を行うこととした。西鶴浮世草子 24作品

の総巻数は 127で、最も長い巻は『武道伝来記』巻 1

の 7,413語、最も短い巻は『西鶴名残の友』巻 lの

1,894語、 127巻の平均の長さは約4,477語である。

6. 初期の西鶴浮世草子と団水浮世草子の文

体の比較分析

西鶴浮世草子の文章と遺稿集 5作品への補作・擬

作等で名が挙げられる団水の浮世草子 3作品『色道

大披』、『武道張合大鑑』、『昼夜用心記』の文章との比

較分析を行う。西鶴の浮世草子に関しては、処女作

『好色一代男』(1682)以外の浮世草子には著者に関

する疑問が提出されている作品もあるが、初期にえが

かれた『好色―代男』、『諸艶大鑑』、『好色五人女』、

『好色一代女』の 4作品には、他の人物の手が加わっ

た可能性は低いとされる。そのため、本研究では初期

の西鶴浮世草子 4作品を西鶴の文章と捉え、団水浮

世草子 3作品『色道大披』、『武道張合大鑑』、『昼夜

用心記』の文章を比較し、西鶴と団水の文章に違いが

あるかを検討する。

表i喜；鶴浮I世『作品の『数と)~『
表 3 団水浮世草子3作品の巻数と章数と延べ語数
作品名 I巻数 章数 延べ語数

5巻
10章

r色道大数』 （追加の一章を加 12,160 

えると 11章）

『武道張合大鑑』 5巻 22章 20,170 

『昼夜用心記』 6巻 36章 21,508 

表2には分析に用いた初期の西鶴浮世草子4作品

の巻数、章数、延べ語数を、表 3には団水浮枇草子 3

作品の巻数、章数、延べ語数を示した。表 3にみられ

る『色道大鼓』には、追加の一章と呼ばれる章がある。

この章はflJ記のあとに加えられており、巻の中には含
まれないが、西鶴の第4遺稿集『万の文反古』巻3の1

「京都の花嫌ひ」との類似が板坂(1955)に指摘された

章であるため、分析に用いるかを検討する。図 lは、

巻単位での主要 10品詞の構成比をボックスプロット

（箱ひげ図）で示したものである。外れ値となっている

作品をみていくと、『色道大鼓』追加の一章は 6品詞、

『好色一代男』巻 lは2品詞、『好色一代男』巻4、『好

色一代男』巻8、『諸艶大鑑』巻8、『好色五人女』巻4、

『好色―代女』巻 5、『色道大鼓』巻 1、『昼夜用心記』

巻3、『武道張合大鏡』巻5は1品詞で外れ値となって

いる。このなかで『色道大鼓』追加の一章は、 10品詞

のうち 6品詞（名詞、助詞、助動詞、副詞、形容動詞、

感動詞）で外れ値となり、最も多い。
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図 1巻単位での主要 10品詞の構成比のボックスプロット

図2は、主成分分析で分析した結果（第2主成分ま

での累積寄与率は 48.06%)の散布図である。図中に

描いた楕円は、初期の西鶴浮世草子 4作品の巻の

95%が入ると考えられる 95%許容楕円と団水浮世草

子 3作品の巻の95%が入ると考えられる 95%許容楕

円である。表 4は、主成分負荷量である。右下に位置

している『色道大鼓』追加の一章では、他の作品と比

較して「感動詞、動詞」が多く用いられているということ

がわかる。

寮楼寄与率(18.0GI) 
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図 2主要 10品詞の構成比の主成分分析の結果

表 4主要 10品詞の構成比の主成分負荷量

PCI PC2 PCI PC2 
名詞 0682 0 179 接続詞 0.551 0.382 
助詞 -0_888 -0_120 形容動詞 -0.329 0.627 
動詞 0437 ・0437 感動詞 0 754 -0_450 

助動詞 -0049 0559 固有値 2 910 1896 
形容詞 ・0309 ・0336 寄与率 0291 0 190 
副詞 0586 0 129 累積寄与率 0 291 0 481 
連体詞 -o 213 -0689 

また、出現頻度上位 25語の助詞の主成分分析の

結果（第2主成分までの累積寄与率35.286%)の散布
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図を図3に示した。表5は、主成分負荷量である。図3

においても、図 2で見られたのと同様の傾向が見られ

た。左上に位置している『色道大鼓』追加の一章では、

他の作品と比較して「ばかり、を、より、や」等が多く用

いられている。

累柑寄与率(35.286% J 
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PCIC 21.18 %) 

図3出現頻度上位25語の助詞の主成分分析の結果

表 5出現頻度上位25語の助詞の主成分負荷最

PCl PC2 PCl PC2 
の 0335 0114 ぞ 0 715 0.012 
に -o 157・0323 ゃ -0 091 0 418 

て 0707 -0361 とて ・0665 ・0206 

を ・O 446 0596 ども ・0.718 0037 
は 0 118 0 180 ながら 0043 0004 

と ・O 169・0.551 で 0077 ・0089 
も 0708 0 191 から 0 531 ・O 113 
ば ・0654 0088 こそ 0 315 0552 
が 0 192 0349 して 0.100 0 730 
より ・0505 0474 ばかり ・O 176 0630 
・O 502・0381 など 0688 0 001 

ヵ, -0 173 -o 557 固有値 5545 3276 

にて ・0.841 -o 009 寄与率 0222 0 131 
まで 0.277 ・O 121 累積寄与率 0.222 0.353 

主要 10品詞の構成比、出現頻度上位25語の助詞

の出現率を用いた分析で、『色道大鼓』追加の一章は

他の作品とはかなり異なった文章の特徴を示した。『色

道大鼓』追加の一章には、部分的に漢文体で書かれ

た書簡文が含まれていること、文章の長さが 666語と

短いことが原因となり、他の作品とは異なった特徴を示

している可能性が高いと考えられる。漢文体に関して

は、同じ人物が贅いた文章であっても、文章の特徴が

和文とは異なることが指摘されている（村上・岸野、

1990)。このことから、『色道大鼓』追加の一章は以後、

分析対象から除外することとした。

『色道大鼓』の追加の一章を除外した場合の主要

10品詞の構成比（表6)とボックスプロット（図4)を示す。

初期の西鶴浮世草子4作品（計27巻、 143章）の延べ

語数は129,299語で、初期の西鶴浮世草子27巻のな

かで最も長いのは『諸艶大鑑』巻1で6,726語、最も短

いのは『好色一代男』巻8で3,057語、初期の西鶴浮

世草子 27巻の巻の平均の長さは約 4,759語である。

また団水の浮世草子の延べ語数は 53,172語、最も短

い巻は『色道大鼓』巻 3の 1,888語、巻の平均の長さ

は3,323語となる。
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図4主要 10品詞の構成比のボyクスプロット

表 6初期の西鶴浮世草子と団水の浮世草子

初期の西鶴浮世草子 団水の浮世草子

異なり
総語数

構成 異なり
総語数

構成

語数 比 語数 比

名詞 9,973 43,292 0335 6,854 18,534 0349 

助詞 78 44,352 0343 47 17,265 0325 
動詞 1,813 21,531 0 167 1,665 9,002 0 169 
助動詞 60 9,367 0 072 39 4,330 0081 
形容詞 299 3,889 0030 233 1,314 0.025 
副詞 446 3,108 0.024 382 1,555 0029 
連体詞 34 2,134 0017 22 734 0 014 
接続詞 27 327 0003 29 176 0003 
形容動詞 41 305 0002 51 164 0003 
感動詞 50 186 0 001 39 70 0001 
その他 11 808 0006 8 28 0 001 

合計 12,832 129,299 I 000 9,369 53,172 l 000 

表 6に、初期の西鶴浮世草子 4作品と団水浮世草

子 3作品の主要 10品詞の構成比をみると、初期の西

鶴浮世草子4作品では、助詞の構成比が0.343と最も

高く、続いて名詞の 0.335、動詞の 0.167、助動詞の

0.072で 0.05以上の構成比があり、上位 4位までで

0.917が含まれる。 一方、団水浮世草子 3作品では、

名詞の構成比が0.349と最も高く、続いて助詞(0.325)、

動詞(0.169)、助動詞の(0.081)で0.05以上の構成比

があり、上位4位までで0.924が含まれる。

図5は出現頻度上位 50語の全単語の出現率を用

いて主成分分析を行った結果（第2主成分までの累積

寄与率は 34.129%)の散布図である。表 7には、 主成

分負荷品を示した。初期の西鶴浮世草子 4作品が中

央から左側に、団水浮世草子 3作品が中央から右側

にかけて位置しており、初期の西鶴浮世草子 4作品と

団水浮世草子3作品は、第1主成分に差が見られる。

このことから、初期の西鶴浮世草子 4作品には、「ひと、

て、みる、ほど、も」等が団水浮世草子 3作品と比較し

て多く用いられ、団水浮世草子 3作品では「たり、にて、

べし、へ、ば、ところ」が初期の西鶴浮世草子 4作品よ

り多く用いられているということがわかる。
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に分かれており、左側のクラスターに初期の西鶴浮世

草子 27巻、中央のクラスターに団水浮世草子 5巻、

右側のクラスターに団水浮世草子 11巻が分類されて

いる。

累積寄与率(34.129X l 
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図7出現頻度J:位 40語の助詞の主成分分析の結果
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図 7は出現頻度上位 40語の助詞の出現率を用い

て主成分分析を行った結果（第 2主成分までの累積

寄与率は 32.565%)の散布図である。表 8には、主成

分負荷量を示した。初期の西鶴浮世草子 4作品が中

央から右側に、団水浮世草子 3作品が中央から左側

にかけて位置しており、初期の西鶴浮世草子 4作品と

団水浮世草子 3作品は第 1主成分に差が見られる。

このことから、初期の西鶴浮世草子 4作品には、「かし、

ぞ、も、など」等が団水浮世草子 3作品と比較して多く

用いられ、団水浮世草子3作品では「とて、にて、とも、

ば」が初期の西鶴浮世草子 4作品より多く用いられて

いるということがわかる。
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図 6単語のクラスター分析の結果
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図6は、出現頻度9回以下の単語をothersの変数

にまとめ、全単語を用いて行ったクラスター分析の結

果のデンドログラムである。大まかに 3つのクラスター



これらの主成分分析とクラスター分析の結果を合わ

せてみると、助動詞の出現率、助動詞の bigramの出

現率では、初期の西鶴浮世草子と団水浮世草子の文

章には違いが見られないと考えられるため、以降の検

討には使用しないこととした。' :'l1~i(m二三rrlt;,'r1; . ~t!~::: tJ~;;t~::~~:;JnU!2~tH~JtU H~JU~ ~t 7. 西鶴遺稿集の検討

遺稿集 4作品『西鶴置土産』、『西鶴織留』、『西鶴

俗つれづれ』、『西鶴名残の友』の文章の特徴が西鶴

と団水のどちらに類似しているのかを、西鶴と団水の

文章に違いがみられた品詞の構成比、単語の出現率、

品詞別単語の出現率（名詞、助詞、動詞、形容詞、副

詞、連体詞）、 bigramの出現率（品詞、助詞）の 10項

目を用いて検討する。

西鶴の遺稿集4作品（計21巻、 83章）の延べ語数

は 73,167語で、巻単位で見ていくと、西鶴の遺稿集

21巻のなかで最も長い巻は『西鶴織留』巻 1で 5,957

語、最も短いのは『西鶴名残の友』巻1で1,906語、西

鶴の遺稿集21巻の平均の長さは約3,484語である。
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図10出現頻度上位41語の助詞の主成分分析の結果

図9主要10品詞の構成比のボックスプロット

累楼寄与字(26.493l) 

已吾5

配翠! ~芸 i

→ 4 

屈時穏名

助i'!I

武巻“
昼菩：4

名詞

6
 

C
-

（

奴

6

N

8'6
)lJd 

図8は、出現頻度9回以下の助詞をothersの変数

にまとめ、全助詞の出現率を用いて行ったクラスター

分析の結果のデンドログラムである。大まかに 3つのク

ラスターに分かれており、左側のクラスターに団水浮

世草子11巻、中央のクラスターに団水浮世草子5巻、

右側のクラスターに初期の西鶴浮世草~27 巻が分類

されている。

本節では、出現頻度上位 50語の全単語の出現率、

出現頻度上位 40語の助詞の出現率を用いた主成分

分析の散布図とクラスター分析のデンドログロムにつ

いてみてきた。これらの分析結果を含め、品詞の構成

比、単語の出現率、品詞別単語の出現率（名詞、助詞、

動詞、助動詞、形容詞、副詞、連体詞）、 bigramの出

現率（品詞、助詞、助動詞）の 12項目の主成分分析

結果をまとめてみると、初期の西鶴浮世草子 4作品と

団水浮世草子 3作品を分類しなかったのは、品詞の

構成比、助動詞の出現率、助動詞のbigramの出現率

の 3項目であった。他の分析項目では、重なり合う部

分が少なく西鶴の文章と団水の文章の特徴に違いが

見られたことから、初期の西鶴浮世草子と団水浮世草

子には多くの項目で文章の特徴に違いがあるというこ

とが明らかとなった。また、主成分分析の結果の図で、

団水浮世草子は多くの分析結果において、『色道大

跛』と『武道張合大鑑』『昼夜用心記』に分かれている

ように見受けられた。これは、『色道大鼓』が 1687年、

『武道張合大鑑』が 1707年、『昼夜用心記』が 1709年

と、『色道大跛』と『武道張合大鑑』『昼夜用心記』の刊

行時期に20年の開きがあるためだと考えられる。一方、

初期の西鶴浮世草子 4作品は比較的まとまって位置

していた。これは、出版年が近く、全ての作品が好色

物であるため、類似した文章の特徴を示した可能性が

高いと考えられる。

クラスター分析を用いて検討した結果では、助動詞

の出現率、助動詞のbigramの出現率、品詞の bigram

の出現率では、分類されなかったが、他の分析項目で

は、初期の西鶴浮世草子と団水浮世草子とに分類さ

れ、クラスター分析においても、西鶴の文章と団水の

文章の特徴に違いが見られた。

"'" ;~.-~..... 

図8助詞のクラスター分析の結果
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図 11は、出現頻度 9回以下の助詞を othersの変

数にまとめ、全助詞を用いて行ったクラスター分析の

結果のデンドログラムである。大まかに 3つのクラスタ

ーに分かれており、左側のクラスターに団水浮世草子

の『昼夜用心記』と『武道張合大鑑』の 11巻、中央のク

ラスターに団水浮世草子の『色道大鼓』5巻、右側のク

ラスターに初期の西鶴浮世草子27巻と西鶴の遺稿集

21巻が分類されている。
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図 12は出現頻度上位 25位の品詞の bigramの出

現率の主成分分析の結果（第 2主成分までの累積寄

与率は 39.251%)の散布図である。表 10には、主成

分負荷量を示した。図 12では、初期の西鶴浮世草子

4作品が中央から右側に、団水浮世草子 3作品が中

央から左側にかけて位置しており、重なり合う部分があ

るものの初期の西鶴浮世草子 4作品と団水浮世草子

3作品は第 1主成分に差が見られる。このことから、初

期の西鶴浮世草子4作品には、「名詞一助詞、助詞一

名詞、助詞一連体詞、助詞ー形容詞」等が多く用いら

れ、団水浮世草子 3作品では「名詞ー副詞、副詞一

動詞、名詞ー動詞、動詞一助動詞、副詞ー名詞、助

動詞一助詞、助動詞一助動詞、助詞ー副詞、名詞一

名詞」等が多く用いられていることがわかる。また、西

図9は、 10品詞の構成比をボックスプロットで示した

ものである。西鶴の遺稿集 4作品に着目すると、名詞

での外れ値は『西鶴俗つれづれ』巻4と『西鶴織留』巻

1、動詞での外れ値は『西鶴俗つれづれ』巻 l、形容動

詞での外れ値は『西鶴名残の友』巻2である。

図10は出現頻度上位41語の助詞の出現率の主成

分分析の結果（第 2主成分までの累積寄与率は

26.493%)の散布図である。表 9には、 主成分負荷量

を示した。図 10では、初期の西鶴浮世草子 4作品が

中央から右側に、団水浮世草子 3作品が中央から左

側にかけて位置しており、初期の西鶴浮世草子4作品

と団水浮世草子3作品は第1主成分に差が見られる。

このことから、初期の西鶴浮世草子 4作品には、「かし、

も、ぞ、など、て」等が団水浮世草子 3作品と比較して

多く用いられ、団水浮世草子 3作品では「とて、にて、

ども、ば、へ、とも、ほど、おいて、か」が初期の西鶴浮

世草子 4作品より多く用いられている。また西鶴の遺

稿集は、初期の西鶴浮世草子と重なって中央に位置

しており、多くの巻が初期の西鶴浮世草子 4作品の

95%許容楕円に含まれている。

名詞＿助詞

助詞＿名詞

助詞_lb詞

動詞＿助詞

名詞＿名詞

動詞＿助動詞

動詞＿名詞

名詞＿動詞

助動詞＿名詞

助詞＿助詞

助動詞＿助詞

連体詞＿名詞

形容詞＿名詞

助詞」杉容詞

ニニニニ
8
 

ro-3 
和〇↑ ,,. ・. 冷,,ru・,

図 11助詞のクラスター分析の結果



鶴の遺稿集は、初期の西鶴浮世草子の 95%許容楕

円に含まれ、右側に位置している。このことから、西鶴

の遺稿集は初期の西鶴浮世草子と同様に、「名詞一

助詞、助詞ー名詞、助詞一連体詞、助詞ー形容詞」が

多く用いられていることがわかる。

図13品詞のbigramのクラスター分析の結果

図13は、出現頻度9回以下の品詞の組み合わせを

othersの変数にまとめ、全品詞の組み合わせを用いて

行ったクラスター分析の結果のデンドログラムである。

大まかに 3つのクラスターに分かれており、左側のクラ

スターに団水浮世草子の『昼夜用心記』と『武道張合

大鑑』の 11巻、中央のクラスターに西鶴の遺稿集 18

巻、右側のクラスターに初期の西鶴浮世草子 27巻と

団水浮世草子の『色道大鼓』5巻と西鶴の遺稿集3巻

が分類されている。

出現頻度上位 41語の助詞の出現率、出現頻度上

位 25位の品詞の bigramの出現率をはじめとする 10

項目の主成分分析の結果をまとめると、遺稿集 4作品

は、団水の 95%許容楕円に含まれることはほとんどな

く、初期の西鶴浮世草子 4作品の95%許容楕円に含

まれるか近接して位置していることが分かった。このこ

とから、遺稿集の 4作品は、初期の西鶴浮世草子と類

似した文章の特徴が見られた。さらに、クラスター分析

の結果においても、遺稿集が団水のクラスターに分類

されることはほとんどなく、初期の西鶴浮世草子のクラ

スターか西鶴と団水の浮世草子が混在しているクラス

ターに分類される傾向にあった。

8. おわりに

本研究では、江戸時代前期の俳諧師・浮世草子作

者である井原西鶴の浮世草子の著者に関する疑問の

なかでも、西鶴の没後に出版された遺稿集『西鶴置土

産』、『西鶴織留』、『西鶴俗つれづれ』、 『西鶴名残の

友』の文章の特徴が、西鶴と団水のどちらと類似して

いるのかを検討してきた。

まず、他の人物の手が加わっている可能性が低いと

される初期の西鶴浮世草子と団水浮世草子の比較分

析し、西鶴浮世草子と団水浮世草子には、多くの変数

において文章の特徴が異なるということを明らかにし

た。

次に、西鶴と団水の文章で異なった特徴が見られ

た分析項目を用いて、遺稿集が西鶴浮世草子と団水

浮世草子のどちらの文章と類似しているかを詳細に検

討した結果、書簡体形式の影愕を受けている『万の文

反古』を除き、遺稿集の多くの巻が初期の西鶴浮世草

子と類似した特徴を示すことを明らかにした。

このことから、巻単位での数量分析の結果からは、

団水が西鶴の文章を自身の文章に変化させるほどの

編集等を行ったとは言えず、西鶴の草稿を比較的忠

実に編集したことが考えられる。ただ、本研究の結果

から、団水の補筆等が全くなかったかという点までは、

明らかにできなかったため、補筆等の有無について、

より詳細な検討を続ける必要がある。本研究で検討す

るなかで、団水浮世草子の文章には経年変化と考え

られる特徴が見られたため、西鶴の文章においても文

章の経年変化という銀点からの検討も必要である。
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